
ふるさとの
 文化財探訪

第118回

九
重
町
文
化
財
調
査
員
会
会
長
さ
ま
　

文
化
財
調
査
員
　
　
音
　
成
　
葉
　
子

　
今
年
１
月
下
旬
、
九
重
町
文
化

財
調
査
員
会
会
長
の
内
恵
克
彦
氏

が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
調
査
員

と
し
て
在
籍
50
年
目
の
こ
と
で
し

た
。

　
私
が
見
た
内
恵
さ
ん
は
文
化
財

パ
ト
ロ
ー
ル
時
も
、
他
県
へ
の
研

修
時
で
も
、
必
ず
メ
モ
帳
を
片
手

に
、
出
発
や
到
着
時
刻
ま
で
書
き
込
み
、
行
程
を

細
か
に
記
録
し
て
い
ま
し
た
。
町
内
に
て
、
石
造

物
な
ど
の
新
し
い
発
見
が
あ
る
と
、
そ
の
場
で
メ

ジ
ャ
ー
を
取
り
出
し
、
書
き
写
し
始
め
ま
し
た
。

そ
の
と
き
の
真
剣
な
眼
差
し
と
姿
は
深
く
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。

　

長
い
間
、
自
営
の
製
麺
業
の
傍
ら
、
時
間

を
見
つ
け
て
は
発
掘
、
調
査
し
、
記
録
し
て

は
、
時
代
背
景
を
も
と
に
検
証
す
る
。
ひ
と
つ

ひ
と
つ
地
道
で
根
気
の
い
る
作
業
の
繰
り
返
し

だ
っ
た
こ
と
と
お
察
し
致
し
ま
す
が
、
そ
の
熱

意
で
今
の
九
重
町
文
化
財
調
査
員
会
が
成
り

立
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。　
　

 

　

内
恵
さ
ん
の
自
宅
に
は
何
度
も
通
い
ま
し
た
。

書
斎
で
も
、
声
を
か
け
ら
れ
な
い
ほ
ど
集
中
し
た

姿
を
何
度
か
見
か
け
ま
し
た
が
、
お
酒
も
欠
か
さ

ず
飲
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
本
当
に
お
酒
が
好
き

で
し
た
ね
。
本
松
屋
や
ア
ミ
ー
で
買
っ
た
刺
身
を

肴
に
レ
コ
ー
ド
を
聴
い
た
り
、
町
内
の
昔
の
暮
ら

し
が
よ
く
わ
か
る
風
景
写
真
を
見
せ
て
く
れ
た
り
、

盆
踊
り
の
口
説
き
を
唄
っ
て
く
れ
た
り
。
私
は
、

自
宅
に
実
っ
た
柿
や
キ
ウ
イ
ま
で
採
ら
せ
て
頂
い

た
こ
と
も
。

　
文
化
財
調
査
員
メ
ン
バ
ー
と
行
き
つ
け
の
『
は

ね
や
ま
』で
焼
き
肉
を
囲
み
、
賑
わ
っ
た
の
も
今
と

な
っ
て
は
。
み
ん
な
で
飲
む
の
は
、
い
つ
も『
焼
酎

な
し
か
』の
お
茶
割
り
で
し
た
ね
。お
酒
が
入
る
と
、

専
門
的
な
歴
史
の
話
題
で
皆
さ
ん
と
盛
り
上
が
り
、

文
化
財
発
掘
に
お
け
る
か
つ
て
の
奮
闘
ぶ
り
も
語

ら
れ
た
り
と
、
心
豊
か
で
た
の
し
い
ひ
と
と
き
で

し
た
。

　
内
恵
さ
ん
、
調
査
員
と
し
て
の
50
年
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。
遺
し
て
く
だ
さ
っ
た
膨
大
な
資
料
や

調
査
書
、メ
モ
帳
等
は
、ご
家
族
の
ご
協
力
の
も
と
、

九
重
町
文
化
財
調
査
員
会
に
て
保
管
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
、
ふ
る
さ
と
の
文
化
財
探
訪
の
寄
稿
は
こ

の
よ
う
な
手
紙
に
し
ま
し
た
。
け
れ
ど
、
探
訪

寄
稿
を
集
め
た
内
恵
さ
ん
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ

ク
に
、
切
り
抜
き
が
貼
ら
れ
る
こ
と
は
も
う
な

い
の
で
す
ね
。

 

　新学年がスタートする４月。教室には、配られた新しい教
科書を手にして目を輝かせる子どもたちの姿があります。「今
年はどんな勉強をするのかな？」「なんだか難しそうだな。」「明
日からの授業が楽しみだな。」興味津々に教科書を開く子ど
もたちの姿が今では当たり前の光景です。しかし、この当た
り前の姿の背景には、『教科書無償運動』の歴史があること
をみなさんはご存じでしょうか。
　全国のすべての小中学校で使われる教科書が無償になっ
たのは、１９６９年４月からのことです。それまで、教科書は
お金を出して購入する必要がありました。日本国憲法第２６
条２項の中に、「義務教育は、これを無償とする」という条
文がありますが、教科書に関しては無償の対象ではありませ
んでした。学校での学びを支える教科書が有償となると、

人権

No.331

義務教育の平等が実現できません。
　そのおかしさに声を上げたのが、高知県長浜の被差別
部落の方々でした。長浜地区では、自分たちの生活や仕
事、教育をよくするための学習会で憲法について学習をし
ました。そのなかで、憲法２６条を知り、１９６１年「長浜地
区小中学校教科書をタダにする会」を結成しました。すぐに、
学校の先生や保護者、母親グループなど、地区外の人た
ちも仲間となって教科書無償の運動を展開したのです。
具体的には、陳情や請願だけではなく、「憲法を守るため
に教科書を買わない」という運動に取り組みました。その後、
国や自治体に「憲法を守らせる権利要求のたたかい」の
考え方は、全国へと広がりました。長浜から始まった運動は、
ついに国を動かし、法律の制定によって、「すべての児童・
生徒に教科書を無償で配布する」ことが実現しました。教
科書の無償配布は、１９６３年４月入学の小学１年生に始ま
り、順次その対象が拡大され、１９６９年４月にはすべての
小中学生の教科書が無償となりました。同和対策審議会
答申が出される前に、憲法を根拠に立ち上がった高知県
長浜の『教科書無償運動』は、すべての人々の権利を守り、
より暮らしやすい社会の実現につながっています。
　今年もあと半月で新学年のスタート。新しい教科書を手
にし、ワクワクとドキドキいっぱいの子どもたちの姿が目に
浮かびます。運動に携わった人々の思いがつまった教科書
で、今日も九重の子どもたちはたくさんのことを学んでいます。

教育振興課

教科書はどうして無償なの？

「内恵氏、書斎にて。」
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　ほんの森3月号　平日 午前10時〜午後６時　土・日 午前９時〜午後５時　月・祝 休み　九重町図書館 ☎ 76−3888

新刊・新着図書案内　～年度末、なにかと慌ただしい時期です。図書館でホッと一息つきませんか～
●����児童図書・コミック
　おもちのたいそう	 いもとようこ
　そらまめくんのこしょこしょこしょ	 なかやみわ
　じいちゃんあそぼ！とんとんとんとんひげじいさん	 とよたかずひこ
　じゅうにしどこいくの？	 すとうあさえ、おくはらゆめ
　だーれだ？	 ヒド・ファン・ヘネヒテン
　はたけの絵本	 いわむらかずお
　むれ	 ひろたあきら
　全仮面ライダーパーフェクト大図鑑2024
　しずくちゃん４１巻	 ぎぼりつこ
　百姓貴族　8巻	 荒川弘
●�一般図書
　陰流苗木（芋洗河岸1巻）文庫	 佐伯泰英
　恋か隠居か（新・酔いどれ小籐次26巻）文庫　	 佐伯泰英
　殺し屋の的（口入れ屋用心棒50巻）文庫　	 鈴木英治
　梟の一族 他（梟シリーズ１巻～３巻）文庫　	 福田和代
　ダイヤモンドの原石たちへ（文庫）　	 湊かなえ
　一線の湖　	 砥上裕將
　縁切り上等！　	 新川帆立
　父がしたこと　	 青山文平
　墓じまいラブソティ　	 垣谷美雨
　照子と瑠衣　	 井上荒野
　この世とあの世　	 谷川俊太郎、ブレディみかこ
　博物館の「怖い話」　	 鷹取ゆう
　毒親は連鎖する　	 旦木瑞穂

　「親がしんどい」を解きほぐす　	 寝子
　無意識さんの力でぐっすり眠れる本　	 大嶋信頼
　くじゅう連山四季の絶景登山ルート　
	 西日本新聞社、くじゅうネイチャーガイドクラブ
　るるぶ奄美屋久島種子島‘２５　
　るるぶ大阪ベスト‘２５
　るるぶ長崎‘２５
　ハマス・パレスチナ・イスラエル　	 飯山陽
　尖閣１９４５　	 門田隆将
　優しい日本人が気づかない残酷な世界の本音　
	 川口マーン恵美、福井義高
　令和の山口組　	 山川光彦
　耳がきこえないママときこえるムスメのおはなし。　	 うささ
　新NISAかんたんスタートガイド　
　話す力　	 阿川佐和子
　大人の友だちづくりはむずかしい　	 大嶋信頼
　すぐできる自力整体　	 矢上真理恵、矢上裕
　シニアの断捨離　	 やましたひでこ
　米粉のつくりおきおやつ　	 今井ようこ
　エプロンとワークウェア　	 小原洋子、小原彩
　家事がラクになる小さな家、建てました　	 竹村真奈
　逆境路線バス職員日誌　	 綿貫渉
　愛の絵　	 中野京子

	 その他多数

▲ 2月のおはなし会で読んだ本 ▲ 2月おはなし会の様子

　今月のボランティアグループは「チームそらまめくん」
の皆さんでした。（３月９日）
来月は４月１３日㈯「スター」の皆さんです。
　毎回、ボランティアの方が、参加してくれるおともだちにあわせて読み聞かせをしてくれます。絵本や紙芝居、大
型絵本に手遊びや童謡…赤ちゃんから大人まで笑顔になりますよ。ぜひご家族でご参加ください。

●「おはなし会」 毎月第2土曜日
　（10時30分~11時）

桜 が日本の「国花」なのは皆さんご存じかと思います。美しく可憐で、それでいて儚
はかな

げなところが、日本人の心惹かれるところかも
しれません。（ちなみに花言葉は『精神美』や『純潔』など）

　文化センター駐車場の桜も毎年きれいに花を咲かせます。図書館で読書をしつつ、窓から桜を眺める…そんな「静かなお花見」も風
情があっていいのではないでしょうか。図書館に来た際にはぜひご覧になってください。

保存期間の過ぎた新聞紙を今年も無料配布いたします。（5 紙×1 年分）
●一束 1 か月分●制限はありませんがたくさんの方にいきわたるようご配慮ください。
●新聞紙の活用に、『折り方図案』あります。興味のある方はお声掛けください。

～春の読書週間イベント～
『なにかと使える新聞紙！無料配布』 期間：4月２日㈫～ ※なくなり次第終了

今月は桜にちなんだ本をご紹介します
〇『 桜守のはなし』/ 佐野藤右衛門 【絵本】
〇『むらいちばんのさくらの木 』/ 箕田源二郎・画【紙芝居】
〇『 桜、さくら、サクラ 大分桜百景 』/ 竹内康訓・写真【郷土】
〇『 絶景！さくら鉄道 』/ グラフィック社【写真集】
〇『 桜ロード巨木輸送作戦/NHK プロジェクトX 』【DVD】
〇『夕凪の街 桜の国 』/ こうの史代【コミック】

【題名に“さくら”が入った小説】
◎『 桜花（さくら）を見た』/ 宇江佐 真理
◎『サクラ咲く』/ 辻村 深月
◎『 花のさくら通り』/ 荻原 浩
◎『 百年桜 』/ 藤原 緋沙子
◎『いっぽん桜 』/ 山本 一力
◎『 桜ほうさら』/ 宮部 みゆき

お知らせ

＜ミニ展示＞
「桜コーナー」を

開設中

(2/26 ～3/1) 図書資料の点検が終わり
ました。
不明本が数冊あります。
ご自宅に返し忘れている図書館の本がご
ざいましたら、返 却BOX でかまいません
のでご返 却ください。ご協力をよろしくお
願い致します。

～蔵書点検終了～
ご協力ありがとうございました。
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暮らしの情報　●

の
認
証
等
に
関
す
る
相
談　
③
相
続
問

題
に
関
す
る
相
談

■
そ
の
他　
電
話
で
事
前
受
付
が
必
要

■
お
問
い
合
わ
せ　
日
田
公
証
役
場

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
４
‐
６
７
５
１
）

行
政
書
士
会
日
田
支
部

無
料
相
談
会

■�

と
　
き　
4
月
4
日
㈭

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
　

　
九
重
町
役
場　
３
階
３
０
２
会
議
室

■��

内
　
容　

　

�

相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
許
認
可　

申
請
、
技
能
実
習
等
外
国
人
雇
用
等

■�

お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
県
行
政
書
士
会
日
田
支
部

　
（
☎
０
９
0
‐
８
２
８
９
‐
４
６
６
４
）

お
知
ら
せ

要
約
筆
記
者
養
成
講
座

受
講
生
募
集

■�

目
　
的　

���

専
門
的
な
要
約
筆
記
者
の
養

成
を
目
的
と
す
る

■
期
　
間
　
５
月
11
日
㈯
～
12
月
28
日
㈯

■��
時
　
間　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ

　

�

大
分
県
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー（
大
分
市
）

■
募
集
内
容　

　

�

手
書
き
コ
ー
ス
、
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
い
ず

れ
も
15
名

■�

費
　
用

　

���

受
講
料
無
料
。但
し
、テ
キ
ス
ト
代
４
千

円
。な
お
、手
書
き
希
望
者
に
は
教
材
費

■
相
談
料　
無
料

■
そ
の
他

　
前
日
午
前
中
ま
で
に
事
前
予
約
必
要

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
県
西
部
保
健
所　
地
域
保
健
課

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
３
‐
３
１
３
３
）

大
分
県
交
通
事
故
相
談

【
電
話·

面
接
相
談
】

■
と
　
き

　

�������

月
曜
日
～
金
曜
日（
祝
日
、
振
替
休
日
、

年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
～
正
午

　
午
後
１
時
～
午
後
５
時
15
分

■
と
こ
ろ　
大
分
県
庁　
別
館
５
階

■
お
問
い
合
わ
せ　
交
通
事
故
相
談
所

　
（
県
生
活
環
境
部
生
活
環
境
企
画
課
内
）

　
（
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
１
６
６
）

【
巡
回
相
談〔
予
約
制
〕】

■
と
　
き

　
4
月
9
日
㈫

　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
県
西
部
振
興
局
（
日
田
市
）

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
西
部
振
興
局

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
３
‐
２
２
０
０
）

遺
言
等
無
料
公
証
相
談

■�

と
　
き　

�

平
日
の
午
前
９
時
～
正
午
、   

午
後
１
時
～
午
後
５
時

■
と
こ
ろ
　
日
田
公
証
役
場（
日
田
市
）

■��

内
　
容　
①
遺
言
の
ほ
か
、
高
齢
者
等

の
財
産
管
理
、
土
地
・
建
物
の
賃
貸
借
・

売
買
、
金
銭
貸
借
、
離
婚
給
付
、
尊
厳

死
宣
言
な
ど
の
公
正
証
書
の
作
成
に
関

す
る
相
談　
②
会
社
定
款
や
契
約
書
類

各
種
相
談（
相
談
無
料
）

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護

委
員
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
に
関
す
る
ご

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
と
　
き　
4
月
18
日
㈭

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ

　
九
重
町
役
場　
３
階
３
０
２
会
議
室

■�

内
　
容
　
差
別
を
受
け
た
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
侵
害
を
受
け
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
誹
謗
中
傷
さ
れ
た
等

■
お
問
い
合
わ
せ
　
隣
保
館

　
（
☎
０
９
７
３
‐
７
６
‐
２
４
６
８
）

年
金
相
談
日

■
と
　
き　
4
月
24
日
㈬

■
と
こ
ろ　

　
九
重
町
役
場 

２
階
2
０
１
会
議
室

■�

そ
の
他　
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
日

田
年
金
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
日
田
年
金
事
務
所

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
２
‐
６
１
７
４
）

精
神
保
健
福
祉
相
談(

こ
こ
ろ
の
相
談
）

■
と
　
き　
4
月
11
日
㈭
午
後
２
時
～

■
と
こ
ろ　
玖
珠
総
合
庁
舎　
３
階

■��

内
　
容

　�

う
つ
病
や
認
知
症
等
の
本
人
及
び
家
族

等
に
対
す
る
専
門
医
に
よ
る
医
療
相
談

と
し
て
１
，２
０
０
円
別
途
必
要

■�

応
募
資
格　

���

　

�

パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
希
望
の
方
は
、
ノ
ー
ト

パ
ソ
コ
ン
（
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
10
、
11
）・

ラ
ン
ケ
ー
ブ
ル
（
３ｍ
）
を
持
参
で
き
、

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
で
き
る
方

■�

募
集
期
間　

���

４
月
30
日
㈫

■
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
（
福
）
大
分
県
聴
覚
障
害
者
協
会

　
（
☎
０
９
７‐５
５
１‐２
１
５
２
）

大
分
い
の
ち
の
電
話

受
講
生
募
集

■��

講
　
座

���　

�

第
41
期
電
話
相
談
員
養
成
講
座
、

　
第
19
回
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
公
開
講
座

■
日
　
程
　

　
【
前
期
】
４
月
９
日
㈫
～
８
月
６
日
㈫

　
【
後
期
】
８
月
20
日
㈫
～
11
月
19
日
㈫

■��

時
　
間　
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

■
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

　

�

令
和
６
年
12
月
～
令
和
７
年
３
月

■
会
　
場　
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
（
大
分
市
）

■�

受
講
料

　

���

前
期
：
１
５
，
０
０
０
円
、

　
後
期
：
１
５
，
０
０
０
円

　
（
１
万
５
千
円
中
県
よ
り
１
万
円
補
助
）

■�

申
込
期
限　

���

３
月
31
日
㈰

　
※
定
員
50
名
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

■
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

　
（
☎
０
９
７‐５
３
７‐２
４
８
８
）
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暮らしの情報　●

試
験·

講
習
会

危
険
物
取
扱
者
試
験（
日
田
会
場
）

■
と
　
き
　

6
月
23
日
㈰
午
前
10
時
～

■
と
こ
ろ
　
県
立
日
田
林
工
高
校

■
試
験
種
類

　
甲
種
・
乙
種
（
全
類
）・
丙
種

■
願
書
の
配
布

　

�

３
月
21
日
㈭
か
ら
県
内
各
地
域
消
防
本

部
予
防
課
・（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
大
分
県
支
部
等
で
配
布

■
願
書
受
付
期
間　

　
４
月
18
日
㈭
～
４
月
30
日
㈫
予
定

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
��（

一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　
大
分
県
支
部

　
（
☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
０
４
２
７
）

受
講
料
無
料
！
５
月
受
講
生
募
集

（
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

■
募
集
コ
ー
ス　

　
機
械
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョン
科

　
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科

　
も
の
づ
く
り
溶
接
科

　
電
気
シ
ス
テ
ム
科

■
募
集
期
間　
２
月
28
日
㈬
～
４
月
３
日
㈬

■
訓
練
期
間　
５
月
８
日
㈬
～
10
月
30
日
㈬

※�

も
の
づ
く
り
溶
接
科
、
電
気
シ
ス
テ
ム

科
は
11
月
28
日
㈭
修
了

■
そ
の
他

　
４
月
２
日
㈫
・
23
日
㈫
に
説
明
会
実
施

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

　
（
☎
０
９
７
‐
５
２
９
‐
８
６
１
５
）

協
会
け
ん
ぽ
大
分
支
部
の
加
入
者
の

皆
さ
ま
へ　
～
保
険
料
率
改
定
～

　
�

令
和
６
年
３
月
分（
４
月
納
付
分
）か
ら　
　

保
険
料
率
が
変
わ
り
ま
す
。

■�
健
康
保
険
料
率

　

�【
大
分
支
部
】
10
・
25
％

　
（
令
和
６
年
２
月
分
ま
で
10
・
20
％
）

■
介
護
保
険
料
率

�　
【
全
国
一
律
】
１
・
60
％

　
（
令
和
６
年
２
月
分
ま
で
１
・
82
％
）

※�

健
康
保
険
料
と
介
護
保
険
料
は
、
労
使

折
半
と
な
り
ま
す
。

※�

4�0
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方
（
介
護
保
険

第
２
号
被
保
険
者
）
に
は
、
健
康
保
険

料
率
に
全
国
一
律
の
介
護
保
険
料
率
が

加
わ
り
ま
す
。

※�

賞
与
に
つ
い
て
は
、
支
給
日
が
３
月
１

日
分
か
ら
変
更
後
の
保
険
料
率
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

※�

任
意
継
続
被
保
険
者
の
方
は
、
令
和
６

年
４
月
分
の
保
険
料
率
か
ら
変
更
と
な

り
ま
す
。

■
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

�

全
国
健
康
保
険
協
会（
協
会
け
ん
ぽ
）

大
分
支
部

　
（
☎
０
９
７
‐
５
７
３
‐
５
６
３
０
）▲詳しくはこちら

　住民票の住所の異動届（転出届・転入届・転居届など）は、国民健康保険及び国民年金の資格の確認や、
選挙人名簿への登録などにつながる大切な手続きです。忘れずに届出を行いましょう。

（正当な理由がなく住民票の異動の届出をしない場合、５万円以下の過料に処されることがあります。）

「正確な住所の届出」が必要です！
入学・就職・転職等による引っ越しで、住所を異動される方は、

◆住民票の異動届（転出届・転入届・転居届等）の手続き方法
◎他の市町村に転出・転入する場合

◎同一の市区町村内で転居する場合

マイナンバーカードをお持ちの方
《オンラインの届出（推奨）》 《窓口での届出》

【お問い合わせ】　住民課　☎０９７３－７６－３８０２

［転居した日から１４日以内に］
  窓口で転居届を提出する

［転入した日から１４日以内に］
  マイナンバーカードを提示の上
  転入届を提出する

［転出前に］
  転出証明書を添えて※２

　転入届を提出する

引越し前の
市区町村

引越し前の
市区町村

引越し先の
市区町村

引越し先の
市区町村

引越し先の
市区町村

［転出前に］
  マイナポータルを通じ
  オンラインで転出届を提出する

［転出前に］
  転出届を提出して
　転出証明書を受け取る※1

（窓口で行う必要がありません）

※１�マイナンバーカードをお持ちの方は、転出証明書の受取り
はありません。

※２�マイナンバーカードをお持ちの方は、マイナンバーカードを
提示してください。
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推
　
薦
　
三
　
句

推
　
薦
　
三
　
句

　

雛
あ
ら
れ（
春
の
季
語
）は
雛
祭
に
お
供
え

す
る
お
菓
子
で
定
番
は
四
色
。
春
・
夏
・
秋
・

冬
の
四
季
を
表
し
て
お
り
、
娘
が
一
年
間

健
や
か
な
成
長
を
す
る
こ
と
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
幼
い
頃
、
色
を
数
え
た
あ
の

日
の
思
い
出
が
蘇
り
ま
し
た
。
童
話
の
世

界
に
引
き
込
ま
れ
そ
う
な
美
し
い
句
で
す
。

雛
あ
ら
れ
色
を
覚
え
た
小
さ
な
手

豊　

國

椎
茸
農
家
に
と
っ
て
こ
の
時
期
は
大
切
。
椎
茸
の
成
長
を
「
カ

ラ
ン
カ
ラ
ン
」と
表
現
で
き
る
の
は
当
事
者
な
ら
で
は
の
着
想

下
五
の〈
椎
茸
跳
ね
る
〉も
効
果
抜
群
。
お
見
事
で
す
。

眠
る
山
カ
ラ
ン
カ
ラ
ン
と
椎た

け茸
跳
ね
る

佐
藤
八
千
子

節
分
の
豆
撒
き
は
室
町
時
代
に
始
ま
っ
た
と
か
、
豆
を
撒
い
て

そ
の
年
の
厄
を
祓
い
ま
す
。
中
七
の「
独
り
福
な
り
」で
淋
し
さ

も
表
し
ま
す
が
、上
五
に〈
独
り
鬼
〉で
少
し
元
気
も
出
ま
し
た
。

見
事
な
リ
ズ
ム
感
で
す
。

独
り
鬼
独
り
福
な
り
豆
を
撒
く

竹
石　

末
子

あ
っ
と
い
う
間
の
二
月
、
そ
れ
で
も
今
年
は
「
う
る
う
年
」

で
一
日
増
え
た
日
を「
誰
の
た
め
」と
下
五
に
据
え
、
想
像

を
読
み
手（
読
者
）に
広
げ
ま
し
た
。
お
見
事
で
す
。

二に
が
つ
じ
ん

月
尽
残
る
ひ
と
日
は
誰
の
た
め

重　
　
　

吉

雛あられ

（
後
記
）
俳
句
を
読
み
、
味
わ
う
と
き
、
読
者
は
必
ず
想
像
力
を
用
い
ま
す
。

Ｑ
＆
Ａ
に
も
書
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
で
き
る
よ
う
に
作
者
も
ま
た
想
像
力
を
用
い

て
句
を
作
る
。
あ
る
意
味
作
者
と
読
者
の
協
働
バ
ト
ル
で
あ
る
。
俳
句
の
面
白
さ
醍

醐
味
は
、
こ
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
今
月
も
想
像
力
を
広
げ
る
句
が
満
載
で
す
。

　
　
　
　
　
（
選
者
）

（
お
知
ら
せ
）

二
月
号
の
入
力
ミ
ス
で
す
。
林
さ
ん
投
句
「
寒
椿
地
に
伏
せ
屋
根

を
見
つ
め
を
り
」
は
「
寒
椿
地
に
伏
せ
し
屋
根
み
つ
め
お
り
」
に

修
正
で
す
。
震
災
の
一
句
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

（
選
者
拝
）

御
呼
ば
れ
の
初
午
祭
り
稲
荷
鮨　
　
　

	

左
世
美

啓け
い
ち
つ蟄

や
お
し
ゃ
れ
な
ゲ
ー
ム
蟻
の
列　

	

ト
シ
子

ブ
ラ
バ
ン
の
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
や
春
う
ら
ら 	

直
人

あ
の
影
は
も
し
や
探
知
機
冬
の
満つ

き月　

 　

	

香
澄

た
め
息
も
す
う
っ
と
抜
け
て
冬
木
立     	

則
子

春
の
潮
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
展
望
台　
　
　

	

律
子

春
暁
や
ぬ
く
も
り
残
る
卵
持
ち　
　
　

	

き
く
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

     

下
萌
ゆ
る
今
年
も
休
耕
田
の
ま
ま　
　
　

	

好
美

雛
飾
り
娘
は
街
へ
行
っ
た
き
り        	

恵
子

二に
ん
が
つ月や

匂
い
め
で
た
く
姉
白
寿　

  　
	

チ
ズ
子

河
津
桜
は
し
ゃ
ぐ
女
の
帽
子
落
つ    	
ム
ツ
子

裏
山
の
初
音
に
妻
の
独
り
ご
と　
　
　
　

	
泉
渓

冴
え
返
る
月
の
照
ら
す
や
過
疎
の
村　
　

	

干
城

雪
こ
ん
こ
巣
箱
の
屋
根
も
綿
帽
子　
　
　

	

次
江

春し
ゅ
ん
ぎ
ょ
う
暁
や
胸
の
高
ま
る
初
登
山　
　
　
　
　

	

春
蘭　

笹
鳴
よ
今
年
も
来
た
か
我
が
窓
辺　
　
　

	

桐
友

日
脚
伸
び
残
照
映
え
る
三
俣
山　
　
　
　

	

文
子

点
滅
の
燃
料
計
や
春
浅
し　
　
　

 　
　

	

純
子

空
青
く
山
は
白
銀
飛
ぶ
ス
キ
ー　
　
　

	

ヤ
ス
コ

卒
業
や
我
が
子
の
成
長
祈
り
け
り　

 　

	

良
子

久
々
に
ひ
ら
く
歳
時
記
春
を
待
つ　
　

	

恵
津
子

身
を
尽
く
し
思
い
出
終
点
観
八
号　
　

	

孟
一

読

者

俳

句

佳
作
佳
作

　
二
十
二
席

　
二
十
二
席

俳
句
な
ん
で
も
Ｑ
＆
Ａ
想
像
力
と
は

記

歳

時

Ｑ
俳
句
は
、
詠
み
手（
作
句
す
る
人
）と
読
み
手（
そ
れ
を
読
む
人
）の
想
像
力
で
成
り
立
つ
文
芸
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
今
少
し
、
ど
う
い
う
こ
と
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
俳
句
は
十
七
音
で
す
か
ら
多
く
を
言
え
な
い
の
で
季
語
の
力
も
借
り
て
想
像
力
を
働
か
せ
ま
す
。
読
み

手
も
こ
れ
に
呼
応
し
て
想
像
力
を
働
か
せ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
の
失
敗
例
を
こ
こ
で
紹
介
で
す
。

前
号
で
林
香
澄
さ
ん
の
句
、
末
尾
の
訂
正
の
と
お
り
、
私
の
読
取
不
足
か
ら
本
人
の
意
向
と
は
違
う
判
断
を
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

私
は「
寒
椿
地
に
伏
せ
し
」で
、
寒
椿
が
一
段
高
い
土
手
の
上
か
ら
落
ち
て
地
に
伏
せ
て
い
る
と
勘
違
い
し
て

お
示
し
の
よ
う
な
一
物
俳
句
に
添
削
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
よ
く
よ
く
読
み
込
ん
で
い
く
と
、
こ
れ
は
能
登

の
震
災
の
句
で
、
地
震
で
つ
ぶ
れ
た
屋
根
を
見
て
い
る
寒
椿
を
擬
人
化
し
た
句
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
ま
し

た
。
お
分
か
り
で
し
ょ
う
か
。
読
み
手
の
想
像
力
と
理
解
力
。
何
度
も
口
承
し
な
が
ら
詠
み
手
の
意
図
を
推
考

す
る
こ
と
の
大
切
さ
、
改
め
て
私
も
自
省
す
る
日
々
で
す
。（
選
者
）
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広報ここのえは、環境にやさしい再生紙と植物性インクを使用しています。

広報ここのえは、UD文字を使用しています。

3
月

号
令

和
6年

3月
17日

発
行（

通
巻

814号
）

発
行

・
九

重
町

役
場

情
報

デ
ジ

タ
ル

推
進

課
〒

879 -4895　
大

分
県

玖
珠

郡
九

重
町

大
字

後
野

上８番
地

の１
☎

 0973 -76 -2111	
印

刷・株
式

会
社

佐
伯

コ
ミュニ

ケ
ー

ション
ズ

3
月
・
4
月
の
休
日
当
番
医

< 発熱や風邪などの症状があるときの受診方法について >
◎「かかりつけ医など身近な医療機関」に電話で相談のうえ受診してください
◎かかりつけ医がいない場合、診療時間外の場合　　　コロナ発熱・受診相談ダイヤル（24時間対応）　☎ 0 9 7 - 5 7 3 - 3 0 1 5

★都合で変更する場合があります。

急な病気、心の不調、育児、
介護などご相談ください●ここのえ健康ダイヤル　　　0120-511-658 (24時間年中無休無料健康相談) 

フリーダイヤル

3月生まれ

人 の 動 き
2 月1 日～ 2 月末日届出分

 人口と世帯
人口 8,474 人 （ - 2 ）
男 4,073 人 （ - 1 ）
女 4,401 人 （ - 1 ）

世帯 3,866 （ + 5 ）
（　）は前月からの増減

● 

病
　
院

月 日 医院名 住所 電話番号  ● 

歯
　
科
　
医

月 日 医院名 市町 電話番号
3 月 17日 玖 珠 記 念 病 院 塚 脇 0973-72-1127 3 月 17日 アップ ル 歯 科 医 院 日田市 0973-24-7710

20日 麻 生 消 化 器 科 内 科 山 田 0973-72-7100 20日 た し ろ 歯 科 医 院 玖珠町 0973-72-3838
24日 友 成（ 町 田 ） 医 院 町 田 0973-78-8811 24日 石 松 朗 歯 科 医 院 日田市 0973-24-3718
31日 井 上 医 院 恵 良 0973-76-2711 31日 またけ歯科クリニック 日田市 0973-28-7688

4 月 7日 三 池 循 環 器 内 塚 脇 0973-72-6101
14日 友 成（ 塚 脇 ） 医 院 塚 脇 0973-72-0330
21日 小 中 病 院 塚 脇 0973-72-2167
28日 高 田 病 院 春日町 0973-72-2135
29日 矢 原 医 院 野 上 0973-77-6121

篠
しのはら

原 魁
かいせい

成 さん

（保護者：篠
しのはら

原龍
りゅうせい

成）
１歳

佐
さ と う

藤 輝
き ら

昊 さん

（保護者：佐
さ と う

藤剛
よ し き

輝）
3歳

藤
ふじもと

本 桜
さ な

奈 さん

（保護者：藤
ふじもと

本聖
きよひろ

弘）
１歳

酒
さ け み

見 顕
あきまさ

匡 さん

（保護者：酒
さ け み

見博
ひろふみ

文）
3歳

加
か し ま

島 櫻
お う が

翔 さん

（保護者：加
か し ま

島文
ふみたけ

竹）
１歳

１歳~３歳の誕生日を迎える、九重町に住所があるお子さんが対象です。
詳しくは九重町ホームページをご覧ください。

問 情報デジタル推進課 ( ☎ 76-3874)

4月がお誕生日のお子さん
３月２７日（水）

5月がお誕生日のお子さん
４月２４日（水）

応募締切

▲応募フオーム ▲九重町ＨＰ

弔慰
（敬称略）

お悔やみ申し上げます
おなまえ 年齢 行政区

麻 生　 太 吉 ８６ 宝 泉 寺

池 田　 忠 人 ９７ 下 旦 五

内 惠　 力 ９０ 下 旦 六

梅 木 美 代 子 ７７ 菅原本村

小 野　 恒 喜 ９５ 後 河 内

髙 橋 ヱ ミ 子 ７６ 中 村 上
竹 尾　 茂 文 ６５ 恵良団地

時 松 昭 太 郎 ８６ 青山通り

松 木 八 重 子 ９４ 田 中

清 川 美 惠 子 ８６ 中 村

森 　 猛 ８８ 中 須

日野千枝子 ９０ 竜 門

110 交通安全 2024.2月末
町内地区別事故発生状況

地区別
人身事故 物損

事故
件数
計死者 負傷者 件数

東飯田 4 4
野 上 11 11
飯 田 1 1 30 31
南山田 16 16

計 1 1 61 62

出生 （敬称略）
おなまえ 性別 保護者 行政区

佐
さ と う

藤　 耀
そ ら

昊 男 剛
よ し き

輝 小 垣
麻
あ そ う

生　 玲
れ い

衣 女 賢
た か ひ ろ

宏 見 留

おめでとう
ございます

※�広報ここのえ２月号18 ページ「人の動き」に
て人口 8,746人と表記していましたが、正し
くは8,476人です。訂正してお詫びいたします。

歯科当番医については、受診者数の減少や歯科医師の負担
軽減のため令和６年４月から休日歯科診療が見直され、診療
日の削減や診療時間の変更を検討しています。
内 容は現 在 協 議 中のため、決まり次 第 九 重 町ホームページ
や九重ケーブルテレビのデータ放送にてお知らせします。

町の面積／ 271.37㎢　町の木／くぬぎ
花／ミヤマキリシマ　鳥／カッコウ

広報ここのえ　2024.3 月号広報ここのえ　2024.3 月号 2020


